



司会 今 日の講師の平岩先生をご紹介いた し
ます｡平岩敬一先生は横浜弁護士会の所属で,
実は私が弁護士になって最初に入 った事務所の

















ちょうど起訴から判決まで 2年 6ヶ月とい う時
間が掛かっております｡





まず 16年 5月6日に妊娠 5週で初診をした時,
帝王切開創があったんですね｡これは一つ重要
平 岩 敬 一
(弁護士,横浜弁護士会)
な所です｡妊娠 28週の時に後壁付着の全前置
胎盤 とい う診断を受けてお ります｡
















う予定であった｡ しか し風邪を引いたとい う事
で実際の立会いは出来なかった とい う事です｡
手術医の体制 もちゃんと専門の麻酔医も付い



























術等で言い ます と2000とい うのはかな り多い
んです｡でも,この中には羊水があって,この














らく1分ない し2分経 ったところで癒着胎盤 と
い う認識をする｡その時の出血量は 1分だとす











い うのはだいたい 20000m1位が境 目になる事
が多い ようです｡
届出義務 との関係では,死亡直後に家族にそ






























































































もらって ｢その通 り間違いありません｣ とい う
事で署名をして押印をする｡今までの無罪判決
でも菟罪事件でもこうい う自白調書がある訳で

































てす ぐに地元のいわきとい う,警察署に車で 1
時間弱 ぐらいの所の弁護士が 1人 と東京の弁護




しか し起訴 されました｡保釈請求はす ぐに許可
になっています｡
起訴前後にこの弁護団が結成 されます｡ どう
い う事で弁護団に関わったのか とい うことです
が,起訴される前後に福島県立医大の教授から
日本産科婦人科学会に支援要請が来 ます｡ 日本






























































































概ね月 1回位福島に行 く訳です｡月 1回位のペ
ースで期 日が開かれましたから月 1回は福島に




































堀病院 とい う所で看護師が内診をしたとい う事
で警察官 60人位入 ってかなり大 きな捜査をし
たとい う事件があり,その弁護人をしました｡



































何故か と言います と,前回も帝王切開とい う
事になります と,切開した所は疲痕化 しやすい｡











った とい う鑑定意見です｡弁護側は全 く無 し,
後壁だと言っている｡そうい う意味で術前の予
見可能性の成否にかなり関連 してきます｡












予め争 っておかない と後で羊水塞栓 とか産科












































































































































判断 している｡ しかもカルテ等を仔細に検討 し
た上で ｢自分でも同じ施術をしていたであろう｡









その中で 10000例以上で 8例か ら10例｡これ
も出血量に関わらず剥離を完遂｡宮崎大学でも
12例の癒着胎盤で剥離 を開始 した ものは全て
剥離完了｡新潟大学はホームページに出してい
て,こちらが見つけて反対尋問で使 ったんです
が 18年度に3例の癒着胎盤があ り剥離 を始め
たものは全て完了｡結局起訴状で剥離を開始 し
て癒着胎盤 と認めて中断 して子宮摘出とい う例
は証拠の中で一例 も出てこなかった｡
従 って裁判所はどうい う判断をしたか｡穿通
胎盤 とい うのは繊毛が子宮筋層を突 き抜ける程
のかなりひどい癒着胎盤なんです｡蔵人胎盤 と






































うな場合は ｢異状｣の要件を欠 くとい う枠組み
となっています｡













ニュアル通 りに行 っていれば原則 として事故は
起 きません｡医療の場合は患者の病態は時々

















良い とい うだけの問題になって しまう｡医療に
は未知の分野もあります し限界 もある｡かなり
特殊な過失だと思います｡









宜 しいですか｣ と聞いて ｢結構です｣ と言われ
て鑑定をしているんですね｡
そうい う意味で今回の場合は周産期医療の専
門家は警察側では誰 も関与 していなかった｡ し
かも医師法 21条で警察に届出をすればす ぐに











り返 した人,カルテ等を偽造 した り変造 したり
した人については刑事訴追する｡ もちろん故意
もそうです｡責任追及ではなく再発防止の為 と


































誤解 されている｡実は出産 とい うのは非常に危
険なものなんですね｡妊娠子宮 とい うのは普通
の人に比べて 1.5倍程血流が多 くなっています





増える｡その上,出産 とい う本来病気でない と
思っていたもので死んで しまうと,遺族の側 も
お年寄 りが亡 くなった場合 と全然違 う反応を示
す とい う大変難 しい問題があります｡ しかし,











中止 して移行する症例はむ しろない とい う事で
しょうか｡
平岩 はい｡














なって中止 したものがあるか と言 うと,裁判に
出た症例では一例 もありません｡一例 もない よ
うな注意義務 を起訴状で掲げたとい うのは,結
局は専門家の意見を全 く開かずに起訴 している










質問者 2 先生に伺 う事ではない とは思 うん
ですが,なんで検察官の人は専門医でない人に






































見書 とい うのを3,4通出 していて ｢そ うじゃ
ない よ｣ と書いてあるんです｡だから本当に分
か りませんね｡普通であればもうち ょっと冷静




質問者4 癒着胎盤 を剥離 して大量出血が起
こった場合,妊婦が死亡する確率 とい うのはど
の程度のもので しょうか｡

















を期待 して普通は取 って しまう｡初めから,敬
る前から癒着が分かっていれば別です よ｡それ
が臨床例 として出てきた結論です｡










質問者5 お医者 さんが逮捕 された後 どんな








更曲げた とい う事ではない ようです｡
質問者 5 自白調書はあったんですか｡
平岩 そうい う意味では自白調書 と言えるよ
うなものは無い と思いますよ｡ただ用手剥離を
してい って指が 3本,2本,1本 と入 らな くな
ってい ってクーパーを使 って剥離 した とい う調
書はあります｡それは彼に言わせると,い くら
説明 して も警察は一向に聞いて くれない｡｢じ
ゃあこうい う風に言えば良いんですか｣ と言 う
と ｢それが良い｣ と念書を取 られて,それが後
で調書にされている｡そ うい う事はありました｡
質問者 6 準抗告 とい うのは勾留に対する準






では駄 目｡10日間で調べ られな くて身柄 をな
お拘束 し続けない といけない相当な理由がなけ





質問者 6 延長の要件があるとい う判断をし
たから勾留延長になった訳ですから,準抗告に
対する判断があったら見たい ものです｡















きて,その中で取調べの実態 とい うのが分か っ
てきた｡任意性は争 ったけれど, もともと裁判



















平岩 公判前整理 は月 1回,10時か ら午後
までや りました｡公判 も月 1回で 10時か ら午
後 5時まで｡証人尋問が長引いて 6時過ぎ,確





護師 2名,院長で 9名か ら10名ですかね｡検
察側はほとん ど役に立たない証人ばか りです｡
質問者7 検察側が呼んだ院長 とい うのはこ
の病院の院長ですか｡
平岩 この病院の院長です｡それは医師法
21条 との関係 もあります し｡
この執刀医自体が癒着胎盤が初めてなんです

































を始めたのかどうい う薬 を使 ったのか,血圧 を
上げる為の昇圧剤 とか全部細か く載 っています｡










平岩 まず事件で亡 くな りましたよね｡調査
委員会報告書を作 ったのは保険の適用をする事
を前提に県はそ うい う事 をや ったんです｡ とこ
ろが, どうも今漏れ聞 くところによれば,ご主
人はそうい う形で保険賠償金 を貰 って済 まそ う
と思 っていたけれども,お父 さんの方がそれに







談には応 じます よ｣ とい う言い方をしてい ます｡
しか し判決で過失な しとい う認定 をされて しま
ったか ら,当然示談に応 じるとして も当初であ
れば相当高額な示談金だったものが今ではその
十分の一になって しまう可能性があって,お父
さん と息子 さんが仲違い もしているとい う話 も
あ ります｡
これは遺族の気持ちとしては色んな感情が錯
綜するのは良 く分かるんです｡ どうして も心情
的に納得出来ない,何で死んで しまったのか と
い う｡その辺の割 り切 りが出来ない とい う事は
十分理解出来る所です｡
ですか ら我々 も,証拠通 りでいけば当然無罪
になるだろうと思 っていましたが,いつ も傍聴
券 を抽選で とい う事件で したけれ ども,無罪 と
い う事になって も裁判所の表で無罪 と書いた紙
を掲げるとい う事は一切 しない｡無罪判決があ
って も決 して喜んだような表情 を見せない と弁
護団で最初か ら徹底 した りして,遺族にはそれ
な りに配慮 したつ もりで した｡けれ どもや っぱ
りなかなか理解は出来ない とい う所が遺族には
あ りますね｡
質問者 9 この事件の判決が出た背景 として,





会的な事象である限 りはそ うい うもの と全 く無
縁であるとは思い ません｡で も少な くとも刑事
事件であれば,や っぱ り厳格な証拠に基づいて





があったに しろ,そ うい う意味で当然の無罪判
決だった とは思います｡
ただ判決の言い渡 しがあった時,裁判官が退
席 し傍聴人 も全部いな くなって,私がたまたま
1人最後 まで書類 を整理 していた ら,検察官は
いつ も5人で,事務官 も合わせて 8人か 10人
位がいつ も法廷で立ち会 っていたんだけれ ども,
判決言い渡 しの時は検察官は3人出ていたけれ
ども3人が座 ったままでいた｡検察官に してみ
るとち ょっとショックだ ったのか もしれないで
すね｡検察官には ｢あなた方が悪いん じゃない,
起訴 した検事が悪いんだ｣ って言い ました｡
司会 他はいかがで しょうか｡
質問者 10 裁判 員制度 が始 まった場合,莱
務上過失傷害は直接対象事件ではあ りませんが,
この種の専門的な事件はどうなんで しょうか｡
平岩 どうい う風に裁判員制度で見るか とい
う事ですね｡アメ リカの陪審員制度 を見て も弁
護側 も検察官 もどうして も感情に訴 えようとす
る傾向が強いです よね｡感情,気持ちを何 とか
自分の方に引き寄せ ようとする｡多分,裁判員
制度になるとそ うい う傾向が強 くなる｡本来証
拠 に よって判断すべ き事 を証拠以外の もので
色々動かそ うとする傾向が強 くなると思 えな く
はない｡そ うい う危険があるように思い ますね｡
今回の事件です と,剥離を中断 し子宮摘出 し
た例が一つ も無いので ｢これ じゃ仕方ないね｣
と裁判員も考えて くれるで しょうけど, もっと
お互いに措抗 した ような証拠が色々出て きた場
合に,妊婦が亡 くなっているとか,遺族が法廷
で厳 しい意見陳述 をや った時に裁判員が どうい
う風に自分の身に置 き換 えてみて判断をするか,
ち ょっと危倶 しな くはないです｡
質問者 10 立証 も相当制限 されて しまうと
い うのもあ ります よね｡
平岩 それ もあ ります よね｡短時間に結論 を
出さなければならないか ら立証は制限され,そ
の中でまた判断 しなければならない｡
質問者 11 私は産婦人科の死亡例 を患者側






現 してい くかとい う事を考えていますけれど,













護の方でい くと検察官にとにか く面談 して ｢こ
んな事案を起訴 したら大変な事になりますよ｡
私は大変な問題を提起 していますよ｣ と相当強
く言わない といけないでしょう｡それこそ学会
を敵に回し,国民を敵に回し,日本の医療制度
の根幹に関わるような事をやるだけの覚悟があ
るんですかと｡
平岩 今先生が言われたのとほぼ同じ事を弁
護人は検察官に言っています｡ただ検察官に鼻
であしらわれたと言っています｡
司会 ではこの辺 りで｡平岩先生ありがとう
ございました｡
司会 :森田 明
(2008年 12月 17日)
